
 

 

平成 23 年 6 月 13 日 

(財)日本海洋レジャー安全・振興協会 

Tel.:045-228-3061 

http://www.kairekyo.gr.jp/ 

 

(財)日本海洋レジャー安全・振興協会では、小学生を対象に「海に親しみを感じ、海の

大切さを知ってもらう」ための海藻おしば教室（出前講座）を行っています。 

今年度は埼玉県、東京都でご協力頂ける小学校を訪問し「海藻おしば作り」を楽しんで

もらう予定としておりますが、このうち、埼玉県鴻巣市の馬室小学校で以下により「海藻

おしば教室」を開催しました。 

 

１．場所 ：馬室小学校（鴻巣市大字滝馬室 555） 

２．日程 ：平成２３年５月２５日(水) 

     第 1 回目：１０：２０～１１：５５ 

     第 2 回目：１３：０５～１４：４０ 

３．対象者：５～６年生（９８人） 

４．講師 ：海藻おしば協会 会長 野田三千代様・認定講師 橋本美穂様 

５．海藻おしば教室の概要： 

  ●海藻と地球環境の話・ビデオ（海藻の生態・海藻が作る海の森、海の森と地球環境

の歴史等） 

  ●海藻を素材としたおしば作り（ハガキの制作） 

 

 

【【【【海藻海藻海藻海藻おしばおしばおしばおしば教室教室教室教室のののの実施風景実施風景実施風景実施風景】】】】    

    
 【山と海のつながりの大切さの説明】    【熱湯に浸けるとわかめが緑に】 

 



 

       

【海藻おしばの作り方の説明】      【どの海藻を使おうかな～】 

 

 

       

【作品の完成も間近】        【海藻おしばのスタンプも人気】 

 

 

 
【５年生全員集合】            【６年生全員集合】 

 

 



【【【【実施後実施後実施後実施後ののののアンケートアンケートアンケートアンケート結果結果結果結果】】】】    

 参加した小学生９８人（５・６年生）に海藻おしば教室終了後行ったアンケートの結果は以下の通り。 

 

①①①①マリンレジャーマリンレジャーマリンレジャーマリンレジャー体験等体験等体験等体験等（図１）    

・既に体験済みのマリンレジャーは、 

 海水浴(81%)、潮干狩り(36%)、釣り 

 (17%)、クルージング(14%)の順。 

・今後体験したいものは、釣りとクルー 

 ジングが(55%)、海水浴(49%)、潮干狩 

り(45%)の順。 

・「海に行ったことがない」という子供 

も５人（5%）いた。 

  

②②②②海藻海藻海藻海藻おしばおしばおしばおしば教室教室教室教室のののの印象印象印象印象 

    【全般】（図２） 

・「海の森」の話は５・６年生の高学年の 

 為か「わかった」と答えた子供は８６人 

 (92%)であった。 

・「おしば作りは楽しかった」、「来年も 

 やりたい」と答えた子供は、いずれも 

 95%以上を占めている。 

 

【自由記載】（図３） 

・「海藻おしば作りが楽しかった」や 

 「また、やりたい」など初めてやった 

 「海藻おしば」作りに熱中し、楽しさ 

 を感じた意見が 57％以上あったのに対 

 し、低学年に多い「わかめの色の変化」 

 に驚いた子供は 3％と少なかった。 

  

 

 

 

 

 

 

③③③③そのそのそのその他他他他    

・一緒にご参加頂いた先生(４人)に今後やって 

  みたい海洋体験学習を尋ねたところ「臨海学校」（１名）、「海を題材にした鑑賞会（演劇会、映画会、

音楽会など）」（２名）などがあげられていた。 

図１ 体験済み・今後体験したい海の遊び
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図２　海藻おしば教室の印象
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図３ 驚いたこと・感じたこと等(自由記載)
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